
 

 

学校番号 3009 

 

令和５年度  工業科（建築系） 

 

教科 
工業科 
(建築系) 

科目 建築製図 単位数 ３単位 年次 ３年次 

使用教科書 建築設計製図（実教出版） 

副教材等  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

 木造、鉄筋コンクリート造、鉄骨造の設計製図は、他の建築科目（建築構造や建築構造設計）と

密接な関係があります。作図方法は、構造の特性について十分に理解して表現しましょう。 

また、手書きの設計製図で習得した知識・技術を三次元的にとらえ、機器やアプリケーションの特

徴や特性を理解し、建築設計のツールとして 3DCADを活用できるようになりましょう。 

 

 

２ 学習の到達目標 

 木造、鉄筋コンクリート造、鉄骨造の各種図面の種類と関係を理解し、各種部材と仕上材の表現

方法の知識と技術を習得させ、実際に活用する能力と態度を育てる。また、3DCADを用いて３次元

で建築物の構造や形状を設計する能力を育成し、現代的な社会ニーズに適う資質・能力を育成する。 

 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

各種建築工事に使用

される各種図面を作

成（手書き・３ＤＣＡ

Ｄ）することに興味・

関心を持ち、図面の意

義や役割の理解と問

題解決を目指して、主

体的に学習に取り組

むとともに、建築技術

者としての望ましい

心構えや態度を身に

つけている。 

各種建築工事に使用

される各種図面の作

成（手書き・３ＤＣＡ

Ｄ）に関する諸問題

を、総合的な見地から

的確に把握し考察を

深め、基礎的・基本的

な知識を活用して適

切に思考・判断し、創

意工夫した方法で的

確に表現する力を身

につけている。 

各種建築工事に使用

される各種図面の作

成（手書き・３ＤＣ

ＡＤ）に関する基礎

的・基本的な知識を

習得するとともに、

創意工夫して表現す

る技法・操作を身に

つけている。 

建築設計製図に関す

る学習や作図・課題

演習を通して、建築

設計製図に関する基

本的な概念や総合的

な把握の仕方を理解

し、各種建築工事に

おける設計図面の意

義や役割、差御意う

手順などの知識を身

につけている。 

評
価
方
法 

・授業準備状況 

・授業への参加状況 

・学習状況の観察 

・製図課題の内容と 

提出状況 

・自己評価及び相互 

評価等 

・学習状況の観察 

・製図課題の内容と 

提出状況 

・自己評価及び相互 

評価等 

・学習状況の観察 

・製図課題の内容と 

提出状況 

・自己評価及び相互 

評価等 

・学習状況の観察 

・製図課題の内容と

提出状況 

・自己評価及び相互 

評価等 



 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

パ
ー
ト
１ 

三
次
元
モ
デ
リ
ン
グ
ソ
フ
ト
に
よ
る
Ｃ
Ａ
Ｄ
の
基
礎
知
識 

 

１．３ＤＣＡＤの特徴と操

作方法  

 １）掃出し窓の制作 

 ２）木造専用住宅の作図 

 ３）RC造共同住宅の作図 

 ４）S造店舗の作図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

a:3DCAD およびその周辺アプ

リケーションに興味・関心を

もち、使用目的にあった適切

な操作の判断ができるよう

意欲的に取り組む態度を身

につけている。 

b:制作物の種類や制作方法の

みだけでなく、応用する場面

について常に思考・判断し、

適切な図面表現に意欲的に

取り組むとともに、実践的な

行動力を身につけている。 

c:3DCAD およびその周辺アプ

リケーションの基礎知識と、

基本的な操作の手法を体得

し、作図・編集方法の理解に

意欲的に取り組むとともに、

実践的な技能を身につけて

いる。 

d:3DCAD およびその周辺アプ

リケーションの基礎知識に

ついて理解し、適切な図面表

現に意欲的に取り組むとと

もに、実践的な知識を身につ

けている。 

 

 

 

 

 

 

授業準備状

況 

授業への参

加状況 

学習状況の

観察 

製図課題の

内容と提出

状況 

自己評価及

び相互評価

等 



 

 

パ
ー
ト
２ 

     

手
書
き
に
よ
る
設
計
製
図 

 

１.RC造共同住宅設計製図 

①配置図兼平面図・立 

   面図・断面図 

  ②カナバカリ図 

  ③各伏図 

  ④部分詳細図 

２．店舗付事務所設計製図 

①配置図兼平面図・立 

   面図・断面図 

  ②カナバカリ図 

  ③各伏図・軸組図 

  ④鉄骨詳細図 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

a:建築物の構造形式と使用す

る材料に興味・関心をもち、

目的にあった適切な構造の

判断ができるよう意欲的に

取り組む態度を身につけて

いる。 

b:図面の種類とその縮尺、部材

と仕上材の表現について常

に思考・判断し、適切な図面

表現に意欲的に取り組むと

ともに、実践的な行動力を身

につけている。 

c:設計の基礎知識と、基本的な

各種図面の描き方の手法を

体得し、製図法の理解に意欲

的に取り組むとともに、実践

的な技能を身につけている。 

d:設計の基礎知識と、図面の種

類とその縮尺、部材と仕上材

の表現方法ついて理解し、適

切な図面表現に意欲的に取

り組むとともに、実践的な知

識を身につけている。 

授業準備状

況 

授業への参

加状況 

学習状況の

観察 

製図課題の

内容と提出

状況 

自己評価及

び相互評価

等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


